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　臨床に役立つすぐれモノ
デンチャーマテリアル「Trusana」
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子同士が非共有結合でゆるやかに結びつき、
しなやかな強さを生み出している。
　特性として、応力集中（破折リスク）の抑
制や、湿潤環境下での物性安定性、繰り返し
荷重への耐性などが挙げられ、PMMA（ポ
リメチルメタクリレート）の約２倍の耐摩耗
性が期待される（図２）。
　同じ「プリントデンチャー」といっても、
メーカーやマテリアルによって物性や臨床的
な特性には違いがあると感じている。
　臨床ケースでは、使用による破折などの症
例に対して初回作製時と同一のデジタルデ
ータを用いてプリントデンチャーを再製作
し、その際の材料として Trusana を選択し

た。Trusana を使用して再製作した症例では、
現在まで破折は認められていない。この経験
から、Trusana はデジタルデンチャー製作に
おいて、強度面・臨床的信頼性の面から安心
して選択できるマテリアルの一つであると感
じている。

デジタルフルデンチャー製作の
ワークフローと情報連携

１．ワークフローの全体像
　デジタルフルデンチャー製作は、以下の工
程に大別される。
①印象スキャンまたは模型スキャン（図３）
②咬合採得および顎間関係の記録（図４）
③CADによる設計（図５）

図❶　デジタルデンチャー製作において、今回使用したマテリアルお
よび機器。ａ：デンチャーマテリアル「Trusana」（左から Trusana トゥ
ース、Trusana デンチャーベース、Trusana ボンド）、ｂ：歯科用3D
プリンタ「ASIGA MAX2」（ともにフォレスト・ワン）

ａ ｂ

Trusana
30.61 ㎛±7.59

PMMA
62.81 ㎛±2.01

図 ❷　Trusana は 耐 摩 耗 性 が
PMMA の約２倍（フォレスト・ワン
TrusanaHP より引用改変）

図❸　印象また
は模型スキャン
を行う

図❹　咬合採得の記録
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デジタル技術を活用した
フルデンチャー製作における設計と臨床
―歯科医院とのデジタル連携―

デンチャーマテリアル

Trusana

　近年、歯科技工分野におけるデジタル化は
急速に進展し、従来クラウン・ブリッジ領
域を中心に発展してきた CAD/CAM技術は、
インプラント補綴、矯正装置、さらには可撤
性補綴装置であるデンチャー製作へと応用範
囲を拡大している。とくにフルデンチャーに
おいては、口腔内スキャナーやラボスキャ
ナーの精度向上、CADソフトウェアの進化、
ミリングおよび3Dプリント技術の発達によ
り、従来アナログ工程が中心であった製作プ
ロセスにデジタルワークフローを導入する環
境が整いつつある。
　一方で、フルデンチャーは支台歯をもたず、
粘膜支持に依存する補綴装置であるという特
性から、固定性補綴装置とは異なる設計思想
が求められる。咬合力は顎堤および粘膜へと
分散され、さらに筋圧や顎運動といった動的
要素が機能に大きく関与する。このような複
雑な条件下では、単純なデジタル工程への置
換のみで良好な結果を得ることは困難である。

　さらに重要なのは、デジタル化が単なる製
作手法の変化に留まらず、歯科医院と歯科技
工所の関係性そのものを変化させている点で
ある。従来の模型と指示書を中心とした一方
向的な情報伝達から、デジタルデータを介し
た双方向的かつリアルタイムな連携へと移行
しつつある。
　本稿では、デンチャーマテリアル
「Trusana」と歯科用３Dプリンタ「ASIGA 
MAX2」（図１）を用いた、デジタルフルデ
ンチャー製作における設計思想を整理し、歯
科医院との連携を含めた臨床的意義について、
歯科技工士の視点から考察する。

Trusanaの特徴と使用所感

　デジタル連携について触れる前に、今回使
用したTrusana について特徴を述べる。
　Trusana は、ウレタン系のUDMAをベー
スにし、酸性と疎水性のモノマーを組み合わ
せた新しいデンチャーマテリアルである。分

●デンチャーマテリアル「Trusana」
※価格などの詳細については
下記へお問い合わせください。
［問い合わせ先］
株式会社フォレスト・ワン
〒274-0825 千葉県船橋市前原西2丁目19-1
津田沼ビート4階・5階
TEL 047-474-8105
http://www.forest-one.co.jp/contact-
form/

Hironao KIYU

亀遊宏直
富山県・キユウ・デンタル・スタジオ
歯科技工士

Takamichi SASAKI

佐々木隆通
石川県・佐々木歯科医院
歯科医師
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い出力なし」という原則であり、臨床と技工
の連携の質が結果を規定する。

◉
　デジタルフルデンチャーは、技術革新であ
ると同時に、設計思想と連携の再構築を求め
るものである。歯科医院と歯科技工所が共通
の理解のもとに協働することで、デジタル技
術は最大限の価値を発揮する。

キユウ・デンタル・スタジオ
〒 933-0803　富山県高岡市出来田 120-4
佐々木歯科医院
〒 924-0867　石川県白山市茶屋 2-53-3

　重要なのは、デジタルかアナログかという
選択ではなく、両者をいかに統合するかであ
る。臨床と歯科技工の連携を基盤とした設計
こそが、今後のフルデンチャー製作において
最も重要な要素であると考えられる。

　デジタルデンチャー製作において、チェアー
サイドでの印象採得および咬合採得は従来と大
きく変わらないため、ここでは完成後の調整に
ついての所感を述べる。
　まず最初に口腔内へ装着した際の印象として、
「ここまで適合するのか」という驚きが大きかっ
た。想像していたよりも誤差は少なく、全体と
して非常に高い精度で製作されているという印
象である。精度に関しては、これまで自身が経
験してきた自由診療の義歯と比較しても、本症
例のデジタルデンチャーのほうが優れていると
感じる場面もあった。
　咬合についても同様に誤差は少なく、印象・
咬合採得時の記録がそのまま反映されているよ
うな仕上がりであった。従来の技工工程におい
て生じていたわずかな誤差が、デジタル化によっ
て抑制されていることを実感した。

　数症例をとおしても同様の傾向がみられ、印
象や咬合採得由来の軽微な修正は必要となるも
のの、全体として従来法よりも精度は高く、調
整時間の短縮にも繫がっている。
　一方で、印象・咬合採得の精度が不十分であ
れば、当然ながら最終補綴物の適合にも影響し、
リカバリーが煩雑となる。そのため症例選択は
重要であり、既存義歯の状態が比較的良好であ
る症例や、咬合が安定している症例においてと
くに有用性が高いと考えられる。難症例におい
ては、仮義歯などを用いて事前に十分な評価と
修正を行ったうえで最終設計に移行することが
望ましい。
　また、デジタルデータとして保存が可能であ
る点は大きな利点であり、義歯の紛失や破損時
においても、短期間で再製作が可能となる点は
臨床的に非常に有用であると考えられる。

デジタルデンチャ－における精度の所感 佐々木歯科医院　歯科医師 佐々木隆通

図❾　デジタルフルデンチャー製作における歯科医院と歯科技工所の連携。歯科医院では印象採得・咬合採得（ａ）
を行い、歯科技工所では解剖学的解析（ｂ、ｃ）とCAD設計（ｄ、ｅ）を行う

ｂ

ｄｃ ｅ

ａ

続きは以下URLよりお申し込みください。

https://www.forest-one.co.jp/data/dl_dd_suguremono_trusana/


